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研究成果の概要（和文）：緑内障は視野欠損を特徴とした非可逆的な疾患であり、視野欠損の予測を行うことは治療を
決定する上で重要である。一般的に使用されるハンフリー視野計においては、単回帰を用いてmean deviation (MD) の
解析を行うことが一般的であるが、この方法ではここの視野検査点における相関等は考慮されていない。
我々は新しい視野欠損予測モデルを提唱し、そのモデルの元多数のデータを用いてモデルを学習することで、少ない視
野検査の結果をもとに、単回帰よりも正確に将来の視野を予測することに成功した。

研究成果の概要（英文）：Glaucoma is characterized by progressive visual field (VF) damage, which is 
irreversible, so it is important to predict VF progression in clinical use. In Humphrey Field Analyzer 
(HFA), which is commonly used in clinical settings, employs simple linear regression for analysis of VF 
data. However, it ignores the correlation between test points and so on.
We created a novel model for VF progression, and by means of learning the model using a lot of data we 
had, we were able to predict future VF more precisely than simple linear regression.

研究分野：緑内障
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１．研究開始当初の背景 
緑内障は視野欠損の進行を特徴とした疾患
であり、世界的には失明原因の 2番目となっ
ている[1]。視野欠損は緑内障患者の生活に損
失を与え[2]、緑内障視野欠損は不可逆性であ
る。したがって、将来の視野を予測すること
は治療を行う上で重要な意味を持つ。一般的
に使用される視野検査機器 Humphrey 
Visual Field Analyzer (HFA)で使用される
Humphrey Guided Progression 
Analysis™ (GPA)は、単回帰を使用して
mean deviation (MD)に対して解析を行っ
ている。 
しかしながら、構造的な情報[3]や空間的な
情報[4]を使用することで、視野の予測が改
善されることを示唆している。したがって、
緑内障視野欠損のパターン等の情報を使用
して視野の予測を行うことで、精度が改善
される可能性は十分考えられる。実際、緑
内障視野欠損では、鼻側階段やブエルム暗
転等の[5]特徴的なパターンを示すことが
以前から知られている。しかしながら、当
時までに報告されていたほとんどの研究で
は、空間的な相関を考慮にいれたものはほ
とんどなかった。 
上述の事実を考慮すれば、緑内障の視野欠
損のパターンはいくつかのものに分類でき
ることは自明であり、機械学習の分野では
古くからおこなわれてきたことであった
[6]。 
２．研究の目的 
Bayes 統計を用いることで視野の予測を改
善する。 
３．研究の方法 
ベイズ線形回帰を用いた。Expectation 
maximization algorithm を用いて尤度を最
適化したが、その最中に期待値の計算のため
に variational approximation を使用した。
また局所最適解の回避のため確定的アニー
リング[7, 8]を使用した。 
４．研究成果 
この研究成果は論文として公表した[9]。ま
た、視野を研究する過程で付随す成果として、
いくつかの論文として発表した。そのせいか
は次のセクション（５：主な発表論文等）に
記載されている。 
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